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（学位論文の要旨） 
  １．はじめに 
本研究は、世界各国で急速に増加しつつある2型糖尿病患者に呼吸法を加えた筋弛緩法
（Breathing Progressive Muscle Relaxation）(以下呼吸PMR)を継続介入しストレスマ
ネジメントとしてセルフコントロール能力が向上するかや血糖値が安定するかどうかを
検証した。糖尿病は、生活パターンを整えて自己コントロールしていくことが必要な疾患
でありこれまでも病状コントロールのための患者教育が行われてきたが継続的な介入で
実際にどの程度、ストレスがコントロールできたかや血糖値がコントロールできたかにつ
いての研究は見当たらなかった。 
２．研究方法 
因果仮説検証研究として同一被験者でベースライン期2ヶ月間に引き続き、介入期6ヶ月
間（n=24）で介入した。対象者は、大規模病院に外来通院している経口薬物治療のみの2
型糖尿病患者20歳から75歳未満の男女、HbA1c6.5％以上（JDS値6.1％以上）の血糖コント
ロール困難者である。患者選定は、本研究を了承している主治医より紹介を受けて研究目
的を説明し同意を得られた者とした。指標は、呼吸PMR実施前後の唾液アミラーゼ値、血
圧、脈拍、HbA1c値に加え、リラックス尺度、対処行動尺度、精神健康パターンやインタ
ビューのデータ収集を行い分析した。 
３．概念枠組み 
 呼吸PMRによって、ストレス反応が軽減し、リラクセーション反応が促進される。気持
ちよさや落ち着いた感覚などのリラクセーション反応は、視床下部・下垂体の過剰な刺激
を消去し、交感神経の緊張を緩め、過剰な血糖値の分泌を減らす。その結果、末梢血管に
おける血糖値が適正なレベルにコントロールされることになる。 
４．倫理的配慮 
研究協力機関である医療施設の臨床倫理委員会の審査を受け、承認を受けてから開始し
た。研究対象者に対して、研究目的および内容、研究に参加した場合の利益・不利益、自
博士後期課程用 
由意志による参加と同意の撤回の自由、個人のプライバシーの保護と研究成果の公表、デ
ータ等の破棄方法を説明し、同意を得た。 
５．結果 
性別は男性13名、女性11名で平均年齢は62.2±5.8歳、平均罹患年数は、7.7±3.8年で
あった。ベースライン時点での男女差、生理学的指標、主観的尺度の差、年齢差等は見ら
れなかった。呼吸PMR実施前後での唾液アミラーゼ値、血圧、脈拍およびリラックス尺度
は有意差が認められHbA1c値においても前年同時期と比較すると安定していた(p＜0.05－
0.01)。対処行動尺度では、ベースライン期終了時は、「医師の指示内容、薬の服用に関
して」のストレスが大きく、対処方法も「やけ食い」や「アルコールを飲む」などの代償
行動が多かった。また「イライラした時かなり人を責める」行動が目立った。介入期3ヶ
月後では、「外来通院と規則正しい生活をすることに関して」のストレスが減り、代償行
動についても減少した。介入期6ヶ月後では、「医師の指示内容、薬の服用に関して」の
ストレスが減り、行動でもストレスを感じた時「その事から離れてみる」、「自分の不快
な気持や怒りを人に知ってもらう」が増加した。精神健康パターンでは、ベースライン期
終了時はストレス不適応型が多く、3ヶ月後では、ストレス抵抗型、準適応型が多く、6ヶ
月終了時では、ストレス抵抗型、準適応型、適応型がほぼ同値であった。インタビュー内
容についてもベースライン期のインタビューでは、「糖尿病で出現する症状の体験」「今
後に対する不安を感じる体験」「血糖値が安定してほしいと願う体験」「周囲の人々への
気遣いの体験」「食事と運動療法を続ける困難さの体験」「ストレスをためてしまう体験」
が抽出された。6ヶ月終了時のインタビューでは、「前向きになれる体験」「ストレスに
対処できる体験」「生活上のストレスから離れられる体験」「自分を振り返る体験」「食
欲を調整する体験」が抽出され介入により向上していた。 
６．考察 
 リラクセーション法の習得と生活への利活用についての評価では、生理学的指標、主観
的尺度およびインタビューの結果から普段の生活に取り入れられ、各患者が生活場面で出
会う幾つかのストレス状況において適宜利活用していることが報告された。介入期3ヶ月
後では、自己の生活の中で定着できなかった呼吸PMRを介入期6ヶ月後では、定着させたと
いえる。生理学的・主観的反応の安定は、生活上のストレス対処能力を高め、生活上の出
来事への安定をもたらしたと考えられる。 
 糖尿病のセルフコントロールについての評価では、Walesは、生活上の様々なストレス
がインスリン拮抗ホルモンの分泌を促進させ、血糖コントロールが悪化する場合とストレ
スに対する対処行動によってインスリン抵抗性が導かれ血糖コントロールがさらに悪化
する場合をあげているが今回の血糖値の安定は、リラクセーション反応が脳内ホルモンを
刺激し、自律神経調節に働いたと考えられる。 
７．結論 
以上から2型糖尿病患者に呼吸PMRを継続介入することはストレスマネジメントとして
セルフコントロール能力向上には有効である技法であることが示唆された。 
 
 
